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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月1日(2011.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の組み合わせ剤が、本明細書で記載された有益な効果をもたらすことは、確立さ
れた試験モデルによって示され得る。当業者は、このような有益な効果を証明するための
関連の試験モデルを十分に選択し得る。本発明の組み合わせ剤の薬理学的活性は、例えば
、臨床試験で、または、本質的に下で記載した試験手順で実証され得る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
結果
両方のｃ－ａｂｌ阻害剤ともＢ－ＣＬＬリンパ球をクロラムブシルに感受性とする
　合計２１人のＣＬＬ患者がこの試験に参加した。１３人の患者は、臨床的に処置されて
おらず(患者１から１３)、８人は予めクロラムブシルでの治療を受けていた(処置患者１
４から２１)。患者の年齢の中央値は７２才であり(４５才から９０才の範囲)、ＷＢＣ数
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の中央値は８３.７×１０９細胞／Ｌ(３２.８７×１０９から２５６.２７×１０９細胞／
Ｌの範囲)であった。
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